
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（小学校高学年～中学校／社会、道徳、総合）作問者：静岡新聞ＮＩＥコーディネーター 矢沢和宏

２０２２年３月３日朝刊記事を読んで、問いに答えましょう。

①見出しの□に入る言葉を考え、１０字以内で書きましょう。

②赤間さんが１１年間に面倒を見てきた「元ペット」はどのくらいの数になりますか。

（ ）

③赤間さんが「元ペット」の保護活動を続ける原点となったのは何ですか。

（ ）

④本文の最後に「贖罪の念を超えた愛情と決意」とあります。赤間さんの「愛情と決意」がわかる本文中の
記述を抜き出して書きましょう。

（ ）
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（ 千匹を超える（数） ）

③赤間さんが「元ペット」の保護活動を続ける原点となったのは何ですか。

（ ）

④本文の最後に「贖罪の念を超えた愛情と決意」とあります。赤間さんの「愛情と決意」がわかる本文中の
記述を抜き出して書きましょう。

（ ）

解答例

（例）すみか追われた／わが家に帰れない／居場所を失った など

（原発事故直後、）住民避難の途上で放され居場所を失った「元ペット」の姿

人に慣れるまで辛抱強く関係を築いてから引き渡す。／「私が元気なうちに“里子”に出したい」。
前より悪い環境では、何のために保護したか分からない。
人間の身勝手さに落胆するも「今までの活動が無になってしまう」と、続ける覚悟は固い。 など


